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中東情勢が建築業界に与える影響

ニュースなどで耳にする中東情勢の変化は、建築の現場でも影響を及ぼしています。原油や石油製品、物流の
影響を通じて、資材の価格や納期に関わる問題となっています。

中東地域には、原油や石油製品を運ぶ重要な海上ルートがあります。この地域の緊張が高まると、原油の価格
だけでなく、船による輸送、燃料費、保険料、物流コストなどにも影響が広がります。建築工事では、資材そのも
のに加えて、資材を運ぶトラックや現場で使う重機にも燃料が必要です。そのため、軽油などの燃料価格や供給
状況は、工事の進み方に関係してきます。

また、建築資材の中には、石油由来の原料を使って
つくられるものが多くあります。たとえば、防水材、断
熱材、塗料、接着剤、床材、配管材などです。これら
の一部には、原油を精製する過程で得られるナフサ
という原料が関わっています。

中東情勢の影響により、原油やナフサ等石油製品の
調達が不安定になると、こうした資材の価格改定や
納期の長期化につながります。実際に当社でも、資
材不足の影響により工期の調整が必要となる場面が
ありました。

これから建築をお考えの方にとって大切なのは、で
きるだけ早い段階で計画を進め、資材の納期や工
事時期に余裕をもたせることが大切です。特に、工
場・倉庫・事務所・賃貸マンションなどの建築では、
使用する資材や設備機器の種類も多く、計画段階での確認が工期に大きく関わります。

社会情勢による影響を完全になくすことはできませんが、早めの相談、資材の納期確認、工程の見直し、代替
案の検討によって、リスクを小さくすることは可能です。

当社では、資材や燃料の動向を確認しながら、設計・お見積・工事の各段階で、できる限り無理のない計画をご
提案しています。建築をお考えの方は、埼和興産へお気軽にご相談ください。

ナフサとは、原油を精製する過程で得られる石油製品の一種です。プ
ラスチックや合成樹脂、接着剤、塗料など、さまざまな製品の原料と
して使われています。

建築資材にも、石油由来の原料を使ったものが多くあります。
たとえば、配管材、床材、防水材、断熱材、接着剤、塗料などです。

普段意識することはあまりありませんが、建物をつくる材料の中には、
世界の原油や物流の影響を受けるものが少なくありません。
建築計画では、資材の調達状況も大切です。

ナフサって何？
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梅雨の時期は、建築現場にとって天候との付き合い方が要になります。雨の日は外での作業が進めに
くくなるだけでなく、資材の管理、安全確認、作業の判断など、確認すべきことが通常時より増加し
ます。

まずは現場が雨によって影響を受ける箇所の確認をします。左官材や石膏ボードといった濡れてはい
けない材料が、建物内や倉庫内など雨の影響を受けにくい場所で保管されているか確認します。シー
トなどを使って養生している場合は、雨が入り込まないようにきちんと覆われているかを確認します。
養生は雨が降る前に行いますが、雨の日にはその養生がきちんと機能しているか確認することが大切
です。

電気まわりの確認も重要です。現場では電動工具や仮設電源を使用するため、コンセントや分電盤な
どが雨に濡れないよう注意が必要です。電気設備が濡れてしまうと、漏電や感電のおそれがあるだけ
でなく、現場のブレーカーが落ちて作業全体が止まってしまう場合もあります。安全に作業を進める
ため、電気関係の管理は特に慎重に行います。

埼和興産では、地域に根ざした建設会社として、次
の世代の人材育成にも取り組んでいます。

その一環として、新卒採用を毎年行っており、昨今
の就職活動の早期化に合わせて合同企業説明会等の
採用イベントへの参加や、学生の皆さんに建設業の
仕事を知っていただくインターンシップを実施して
います。

若い世代に建設業の魅力や仕事の幅広さを伝えるこ
とは、地域の建物づくりを未来へつないでいくこと
にもつながります。これからも当社では、建築を通
じた地域貢献とともに、会社の未来を支える人材づ

くりにも力を入れてまいります。

また、雨の強さや作業内容によって、その日の作
業を行うか中止するかの判断も必要です。少しの
雨であれば進められる作業もあれば、わずかな雨
でも施工が難しい作業もあります。
土工事、コンクリート工事、塗装工事、防水工事
などは、雨の影響を受けやすい代表的な作業です。
そのため、現場では天候や作業内容を確認しなが
ら、各協力会社と打合せを行い、無理のない判断
をしています。

雨の日の現場では、目に見える作業だけでなく、
資材を守ること、安全を守ること、工程を守るこ
とが大切になります。こうした日々の確認の積み
重ねが、建物の品質と現場の安全につながってい
ます。

雨の日の現場では何をしている？

未来の建設業を支える新卒採用
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